
卒
業
制
作
は
、
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
の
全
科
目
の
中
で

唯
一
、
研
修
生
が
各
自
の
テ
ー

マ
を
自
由
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
授
業
で
す
。
本
校
の

研
修
生
に
は
、
大
学
の
建
築

学
科
な
ど
で
「
卒
業
設
計
」

を
経
験
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
、

構
想
、
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
、

テ
ー
マ
の
設
定
、
見
積
り
、

設
計
図
書
づ
く
り
、
工
程
管

理
か
ら
、
施
工
に
至
る
ま
で
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
自
主

的
に
作
業
を
進
め
、
発
表
会

当
日
を
迎
え
ま
す
。

12
月
28
日
（
金
）
の
プ
レ

発
表
会
で
は
、
構
想
の
図
面

へ
の
落
と
し
込
み
が
先
生
方

か
ら
点
検
さ
れ
ま
し
た
（
左

上
写
真
）
。
建
築
の
仕
事
の

流
れ
、
計
画
し
た
も
の
を
完

成
さ
せ
る
た
め
に
何
が
必
要

か
？
自
分
の
理
解
度
が
問
わ

れ
ま
す
。

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
必
要
な
修
正
を
行
な

い
つ
つ
、
作
業
は
い
よ
い
よ

本
番
へ
。
そ
し
て
、
た
ど
り

着
く
の
が
３
月
10
日
（
日
）

の
卒
業
制
作
発
表
会
と
な
り

ま
す
。
感
動
を
与
え
る
出
来

映
え
の
作
品
か
ら
、
「
な
ん

で
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
だ
」
と
首
を
傾
げ
た
く

な
る
も
の
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
見
ご
た
え
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
観

覧
く
だ
さ
い
。

第
22
期
生

卒
業
制
作

①
〔
こ
た
つ
〕
班

②
〔
囲
炉
裏
〕
班

③
〔
校
舎
木
造
化
計
画
〕
班

④
〔
犬
小
屋
〕
班

⑤
〔
鐘
楼
〕
班

⑥
〔
十
二
角
堂
〕
班

⑦
〔
神
輿
制
作
〕
班

観
覧
ご
希
望
の
方
は
、
会

場
整
理
の
都
合
上
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
東
京
土

建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
内
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ

電
話
０
３
・
５
９

５
０
・
１
７
７
１
、

フ
ァ
ク
ス
０
３
・
５

９
５
０
・
１
７
７
４
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
経
由
の
メ
ー
ル
で
も
参
加

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
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授業見学
大歓迎！
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3月10日（日）は、第22期生 卒業制作発表会

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
２
年
間
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総
ま
と
め
と

し
て
「
卒
業
制
作
」
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
３
月
10
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
池
袋
校
舎
３
階
で
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
本

校
で
学
ん
だ
成
果
を
各
自
が
自
由
テ
ー
マ
で
制
作
し
た
力
作
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
観
覧
ご
希
望
の
方
は
会
場
準
備
の
都
合
上
、
３
月
８
日

（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２年間の学びの成果を自由テーマで披露

お世話になっている皆様へ。

東京建築カレッジの新入生募集

は最終盤を迎えています。入学

定員まであと若干名余裕がある

ので、新たな応募者にたいして、

臨時の入学選考会を行なう予定

です。

「やはり応募したい」「この

人を学ばせたい」という方は、

3月16日（土）夜７時までに、

ご連絡ください。

若手技能労働者の確保と育成

は中小建設事業主の死活課題で

す。趣旨をご理解の上、積極的

な応募と情報提供をお願いしま

す。

学びの成果が問われる卒業制作。
12月28日「卒制プレ発表会」の一場面。右は小林謙二学校長

観覧大歓迎！

「神輿は奥が深い。時間とのたたかいですよ」。
平日にも作業する〔神輿制作〕班の篠原昌弘さん（左官）

第
24
期
生
（
４
月
入
学
）

最
終
募
集



2
月
26
日
付
の
『
建

設
通
信
新
聞
』
は
、
第

一
面
で
、
国
土
交
通
省

が

ま

と

め

た

最

新

の

「
建
設
業
就
業
者
の
現

状
」
の
解
説
を
掲
載
し

ま
し
た
。
技
能
労
働
者

の
高
齢
化
が
深
刻
な
事

態
で
進
み
、
「
建
設
産

業
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
」
が
若
年
層
の
入
職

者
の
確
保
で
あ
る
、
と

強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
で
は
技
能

労
働
者
３
２
８
万
人
の

う
ち
、
29
歳
以
下
は
36

万
５
千
人
で
約
１
割
し

か
い
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
数

値
報
告
は
建
設
業
全
体

で
す
。
住
宅
分
野
で
は

今
も
大
勢
を
占
め
る
木

造
建
築
の
現
場
施
工
の

主
た
る
担
い
手
で
あ
る

中
小
零
細
建
設
業
で
は

ど
う
か
、
さ
ら
に
手
道

具
・
手
刻
み
が
で
き
る

人
で
は
ど
う
か
、
と
想

像
す
る
と
、
恐
ろ
し
く

な
り
ま
す
。

建
築
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

実
技
実
習
の
指
導
員
の

大
半
が
本
校
の
卒
業
生

大
工
で
す
。
こ
の
方
々

は
30
〜40
代
な
の
で
、
学

校
で
は
高
齢
化
の
深
刻

さ
を
実
感
し
に
く
い
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、

世
界
に
誇
る
木
造

建
築
技
術
・
技
能

の
継
承
は
、
き
わ

め
て
危
う
い
状
態

に
突
入
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
改

め
て
再
確
認
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
。

本
校
の
よ
う
な
教

育
機
関
の
存
在
意

義
や
役
割
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
が
、

こ
う
し
た
情
勢
認

識
の
共
有
化
は
ま

だ
ま
だ
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

主
体
の
側
の
、
情
勢

学
習
と
意
思
統
一
、
マ

ン
ネ
リ
を
排
し
、
現
状

打
開
の
た
め
に
新
し
い

施
策
の
連
打
が
今
、
必

要
な
局
面
で
す
。
広
範

な
市
民
へ
の
情
報
発
信
、

広
報
活
動
も
一
層
重
要

で
す
。

そ
こ
で
、
２
０
１
９

年
度
の
公
開
講
座
は
、

本
校
の
存
在
意
義
を
再

度
確
認
す
る
と
共
に
、

強
み
を
生
か
し
「
反
転

攻
勢
」
す
る
た
め
に
今
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
本
校
関
係
者
が

学
び
あ
い
、
考
え
あ
う

テ
ー
マ
、
内
容
で
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◇
第
21
回
公
開
講
座

☆
日
時
：
11

月
３
日

（
日
）
午
後
１
時
～
５

時
。
☆
会
場
：
「
け
ん

せ

つ

プ

ラ

ザ

東

京

」

（
東
京
土
建
本
部
会
館
）

５
階
［
予
定
］
。

☆
構
成
：

▼
第
一
部

基
調
講
演

「
過
去
に
学
ぶ
こ
れ

か
ら
の
木
造
」
（
仮
タ

イ
ト
ル
）

工
学
院
大
学

建
築

学
部

教
授

後
藤
治

さ
ん
（
現
在
、
工
学
院

大
学
理
事
長
）

『
住
宅
建
築
』
２
０

１
８
年
４
月
号
発
売
記

念
講
演
会
『
伝
統
構
法

の
過
去
・
現
在
・
未
来

後
藤
治
・
上
野
英
二
』

〔
『
住
宅
建
築
』
２
０

１
８
年
１
２
月
号
所
収
〕

の
問
題
提
起
か
ら
、
本

校
の
存
在
意
義
と
課
題

を
考
え
る
上
で
重
要
と

考
え
、
基
調
講
演
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

後
藤
さ
ん
の
最
近
の

著
作
に
は
『
そ
れ
で
も
、

「
木
密
」
に
住
み
続
け

た
い
！

路
地
裏
で
安
全

に
暮
ら
す
た
め
の
防
災

ま
ち
づ
く
り
の
極
意
』

（
共
著
・
彰
国
社
、
18

年
10
月
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

▼
第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
木

造
建
築
の
第
一
線
か
ら

見
つ
め
る
未
来
」
（
仮

タ
イ
ト
ル
）
。
本
校
の

卒
業
生
な
ど
第
一
線
の

大
工
、
設
計
、
工
務
店

経
営
者
、
研
究
者
が
リ

ア
ル
な
本
音
で
語
り
あ

い
ま
す
。
司
会
も
卒
業

生
が
務
め
る
予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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←2019年2月26日付

「建設通信新聞」第一面

本
校
の
存
在
意
義
・
役
割
発
揮
が
重
要

若年入職者の確保が最大課題

第21回公開講座は11月3日（日）
基調講演は、後藤治 工学院大学教授
「過去に学ぶこれからの木造（仮タイトル）」

木造建築の伝統を継承・発展できる新しいビ

ジネスモデルを考えあう討論も実施します。

住民本位のまちづくりの大

切さを建築専門家として

問題提起


